
68.9%
61.9%

路線名 予定路線 整備状況

北海道横断自動
車道根室線
（国土開発幹線
自動車道に平行
する一般国道自
動車専用道路）

釧路市～
根室市間
（143km）

一般国道38号･44号釧路外環状道路
・釧路西IC～釧路東IC(9.9km)
H27年度供用開始

・釧路東IC～釧路別保(6.9km)
H30年度供用開始

一般国道44号根室道路
・温根沼～穂香(7.1km)
R1年度供用開始

高規格道路・根
室中標津
道路

根室市～
中標津町間
（40km）

主要道道根室中標津線
・別海道路（8.1km）
H27年度供用開始

高規格道路・釧
路中標津
道路

釧路町～
標津町間
（100km）

一般国道272号
・春別道路(13.1km)
H18年度供用開始

・阿歴内道路(5.4km)
H24年度供用開始

・上別保道路(7.8km)
H27年度供用開始(うち1.2km)
H30年度供用開始(うち6.6km)
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●道 路

●鉄道・バス

●港 湾

根室管内は、広大な土地面積に集落が分散
しており、住民生活の利便性の拡大及び農・
水産物の輸送などに国道、道道等の幹線道路
は重要な役割を果たしています。

道路延長は、国道６路線296.4㎞、道道44
路線592.7km、市町村道2,268路線2,500.5㎞
であり、高規格道路なども含め順次整備が進
められています。

国鉄の分割・民営化に伴い、平成元年４月
標津線（厚床〜中標津、根室標津〜標茶）が
廃止され、根室管内では、根室本線（花咲線
（根室～釧路間））１線となっています。

このため、管内４町にはＪＲが運行してお
らず、乗合バスが唯一の公共交通機関となっ
ています。マイカーの普及や少子化の進展に
より通学者が減少するなど、公共交通機関の
利用者は減少傾向にありますが、学生や高齢
者など自ら交通手段を持たない住民にとっ
て、乗合バスは唯一の交通手段であることか
ら、路線を維持・確保していくため、地域の
ニーズに合った路線運行や利用促進などの方
策が求められています。

また、花咲線については、平成28年11月に
JR北海道が公表した「当社単独では維持する
ことが困難な線区」の一つに位置づけられて
いる
ことから、地域では、花咲線の維持存続に向
けた様々な利用促進に向けた取組が進められ
ています。

重要港湾根室港は、100年を超える歴史を有
しており、明治の黎明期より、まちの発展を
支える北方圏交易の要衝として、更には、豊
かな資源に恵まれた国内有数の水産基地とし
て、古くから、その役割と使命を担ってきた
ところであり、近年においては、ビザなし交
流やサンマの水揚げ日本一など、これらを支
える基盤施設として、根室港区での南地区整
備構想や、花咲港区での屋根付き岸壁施設の
整備など、北方四島交流拠点機能と水産基地
機能の更なる強化に努めております。

道路の現況

重要港湾根室港の利用実績と貨物取扱量

（根室市調べ）
（令和５年度）

●根室港

（根室振興局調べ）

高規格道路

種 別 路線数
実延長
(km)

改良・
舗装別

改良率・舗装率(%)

国 道 ６ 296.4
改良

舗装

道 道 44 590.4
改良

舗装

市町村道 2,269 2,520.1
改良

舗装

100.0%
100.0%
100.0%
100.0%

99.9%
94.4%
100.0%

60.5%

80.4%

94.1%

（道路現況調書、根室振興局調べ）
（令和５年４月現在）

■ 管内
■ 全道
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重要港湾根室港（花咲港区）の
入港隻数の推移

（根室税関支所調べ）

（隻）
■ ロシア籍 ■ その他
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●空 港

●貿 易

根室市の重要港湾根室港（花咲港区）は、管
内唯一の貿易港として大きな役割を果たしてい
ます。同港の貿易船入港隻数は、平成11年に過
去最高の1,774隻を記録した後、減少を続けおり、
令和4年は381隻で前年よりも24隻（4.3％）増加
しました。

国籍別の内訳では、全てロシア国籍で占めら
れており、ロシア国籍船舶の入港隻数は、前年
より24隻増加し、381隻となりました。

また、輸出入を併せた貿易額は、平成14年に
過去最高の90億9,825万円を記録し、年々減少を
続けておりますが、令和４年度は11,546万円で、
前年より3,098万円の34.1％増加しました。

貿易形態は大幅な輸入超過となっており、主
な輸入品は生鮮魚介類で輸入額全体の98.6％を
占めております。前年との比較では、冷凍魚介
類は35.3％減少したものの、生鮮魚介類は9.0％
増加し、全体として7.9％増加となり、昨年に引
き続き70億円を超える水準となり、2年連続の増
加となりました。

平成25年6月には、貿易船入港隻数が通算2万
隻を達成し、初入港から26年3ヶ月での達成は、
道内で最速となります。

（根室税関支所調べ）

種別 地方管理空港（管理者：北海道）

滑走路の長さ 2,000m

定期便
新千歳空港 ３便 丘珠空港 ２便
羽田空港 １便

利用航空機の形状及び種類
A320,B767,B737, DHC8Q-400,
ATR42-600等

（中標津町調べ：令和５年10月現在）

中標津空港

●中標津空港

中標津空港利用状況の推移

（中標津町調べ）

（人）

重要港湾根室港（花咲港区）の
貿易額の推移

（百万円） ■ 輸入 ■ 輸出

管内唯一の空港である中標津空港は世界自然
遺産知床の空の玄関口としても多くの人に利用
されています。平成20年4月には、木造の既存
建物の良さを活用しながら、狭あい解消と、バ
リアフリーで利便性と快適性を向上した根室中
標津空港ビルの増改築が完了し、全面供用開始
となりました。

ひがし北海道エリアの他の空港との連携や利
用促進、チャーター便誘致等にも積極的に取り
組み、例年年間20万人近くの方にご利用いただ
いております。（※R2・R3は新型コロナウイル
ス感染症の影響による大幅減）
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